
平成２８年 日化協安全シンポジウム

三菱化学(株)水島事業所の安全活動

平成２８年６月１６日
三菱化学株式会社

水島事業所



１．三菱ケミカルホールディングス 及び
三菱化学・水島事業所の概要

２．事業所安全成績の概要

３．安全活動の取り組み
・ＲＣ活動のしくみと推進項目（保安・安全）
・活動事例のご紹介

ご説明内容
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2016.4.1
三菱ケミカルホールディングス 概要

会社概要

設立日

本社所在地

代表執行役社長

資本金

上場

主な事業

事業領域

連結売上高

連結営業利益

連結従業員数

URL

2005年10月3日

東京都千代田区丸の内1-1-1 パレスビル

越智 仁

500億円

東京証券取引所

グループ会社の経営管理

（グループの全体戦略策定、資源配分など）

機能商品、素材、ヘルスケア

36,563億円

1,657億円

68,263人

http://www.mitsubishichem-hd.co.jp/

株式会社三菱ケミカルホールディングス
Mitsubishi Chemical Holdings Corporation

数値は、2015年3月期の値

三菱ケミカルホールディングスグループは、
持株会社である㈱三菱ケミカルホールディングスのもと、

三菱化学㈱、田辺三菱製薬㈱、三菱樹脂㈱、三菱レイヨン㈱、㈱生命科学インスティテュート、大陽日酸㈱
を事業会社として連結子会社約500社、持分法適用会社約80社を含む、計約760社を擁する企業グループです。

私たちは、「THE KAITEKI COMPANY」をコーポレートブランドに掲げ、
KAITEKI実現をめざして企業活動を推進しています。
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2016.4.1

100％100％ 56.3％100％ 100％ 50.6%

純粋持株会社

(株)三菱ケミカルホールディングス*

連結売上高 36,563億円

連結従業員数 68,263人

機能分担会社

㈱地球快適化インスティテュート （2009年4月）

Mitsubishi Chemical Holdings America （2010年11月）

三菱化学控股管理（北京） （2011年1月）

Mitsubishi Chemical Holdings Europe （2012年11月）

㈱三菱ケミカルホールディングスコーポレートスタッフ （2013年4月）

㈱MCHC R&Dシナジーセンター （2014年4月）

三菱化学㈱
㈱生命科学

インスティテュート 大陽日酸㈱*田辺三菱製薬㈱*三菱レイヨン㈱三菱樹脂㈱

（2014年11月）

連結売上高
5,593億円

連結従業員数
13,142人

［事業内容］
産業ガスおよび

関連機器・装置等

（2014年4月）

連結売上高
1,293億円

連結従業員数
4,429人

［事業内容］
健康・医療ICT、

創製薬支援、次世代医療

（2010年3月）

連結売上高
5,913億円

連結従業員数
9,451人

［事業内容］
化成品、樹脂、繊維、
炭素繊維、アクア等

（2008年4月）

連結売上高
4,537億円

連結従業員数
9,539人

［事業内容］
合成樹脂加工、
無機繊維材料等

（2005年10月）

連結売上高
19,430億円

連結従業員数
22,866人

［事業内容］
機能商品、素材等

事業会社

100％

（2007年10月）

連結売上高
4,151億円

連結従業員数
8,457人

［事業内容］
医療用医薬品等

* 上場会社

売上高・従業員数は、
2015年3月期の値

グループ会社 グループ会社 グループ会社 グループ会社 グループ会社 グループ会社

事業体制

機能商品

ヘルスケア

素材

＜事業領域＞

2017年4月 化学系 3社を統合し、三菱ケミカル(株)に

4



・発足： 1994年10月1日 （設立1950年6月1日）
・本社： 東京都千代田区丸の内1-1-1 パレスビル
・資本金： ５００憶円
・売上高（2015年3月期）： 19,430 （連結）、9,335 （単独） ［億円］
・従業員数（2015年3月末現在）： 22,866 （連結）、5,397 （単独）［人］

筑 波
事業所

三菱化学 概要

鹿 島
事業所

黒 崎
事業所

水 島
事業所

坂 出
事業所

四日市
事業所

機能商品

大規模石油化学
（エチレン、プロピレン、

その誘導品）

中規模石油化学
機能商品

（１，４－ブタンジオール、
ＰＥＴ樹脂、カーボンブラック等）

機能商品
中規模石油化学

（イオン交換樹脂、ポリカーボネート樹脂等）

石炭化学
（コークス等）

大規模石油化学
（エチレン、プロピレン、その誘導品）
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水島事業所 概要

水島港

海岸
ﾊﾞｰｽ

海岸
ﾊﾞｰｽ

水島臨海鉄道

・操業開始 １９６４年

・敷地 約１９０万㎡
東西 約２Ｋｍ 南北 約２Ｋｍ

・従業員 （２０１６年３月末現在）
８９５名 三菱化学単体

１，８３２名 グループ会社含

中国電力

旭化成ＪＸエネルギー

2km

2km

機能商品地区
（情報電子部門）
（樹脂加工部門）

石油化学地区

製造部門
６２

保全部門
１３

間接部門
１６

研究開発

部門

８

（％）

従業員内訳（％）
［三菱化学単体］
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7
石油化学 製品群

ポリプロピレン

ポリエチレンエチレン

プロピレン

医療分野
注射器

食品容器関連

自動車分野

バンパー ヘッドライト

ボトルキャップ 容器

人工透析器

エアコン吹出口

輸液バック

フィルム

アクリロニトリル

２エチルヘキサノール

塩化ビニールの可塑剤

接着剤，塗料の溶剤

Ｂ・Ｂ留分 無水マレイン酸

アクリル繊維，炭素繊維

不飽和ポリエステル
（バスタブの成形品） リチウムイオン電池材料

ナフサ
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【透湿性ﾌｲﾙﾑ】 【２軸延伸ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｼｰﾄ】

機能商品 製品群

◇情報電子領域 ◇樹脂加工領域

【ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ】

【樹脂ｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ】
【ＬＥＤ基板 ｶﾞﾘｳﾑﾅｲﾄﾗｲﾄﾞ】

2012年11月～試作開始

◇有機薄膜太陽電池
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三菱化学水島事業所（ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社、協力会社不含）

（件数） 労働災害の発生状況
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労働災害の発生状況

安全成績と事業所活動
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三菱化学水島事業所（ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社、協力会社不含）

（件数）

5S･TPM活動

現場力強化
競争力強化

優秀賞

ＴＰＭ

夢ビジョン
ものづくり基盤

付加価値
の創造

収益力と
競争力の拡大

変える
極める
儲ける

５Ｓ 特別賞

ＴＰＭ

5S･TPM ベースに個別活動

ものづくり基盤の確立

・決めた事を守る習慣化
・危険予知能力向上
・不安全状態の排除
・作業効率化
・自主保全
・異常の早期発見

・安全文化の構築
・安全・安定運転
・作業負荷削減
・技術伝承
・付加価値の創造
・収益・コスト競争力

・ルール遵守、基本行動、３Ｓ
・リスクアセスメント、変更管理
・ＨＨ、ＫＹ、危機管理
・自主保全、異常兆候の早期

発見
・設備管理、工事安全管理



水島事業所ＲＣ活動のしくみ

一．安全は、企業存立の基盤をなすものであり、

安全の確保は企業の社会的責任である。

一．企業は自らの製品が顧客、消費者に安全であり、

環境に与える影響を最小限にする責任がある。
一．環境保全と環境改善を、企業の使命とし、人と

地球にやさしい企業を実現する。

環境･安全理念環境･安全理念

ＲＣに関する方針ＲＣに関する方針
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水島事業所ＲＣ方針水島事業所ＲＣ方針

諸活動の実施
教育･訓練、緊急時対応

実施状況の調査及び評価
監査

ＲＣ推進要綱（事業所、各課）
目標実行計画（事業所、各課）

不適合の是正、予防
事業所長による見直し

継続的な改善
計 画

評価及び監査

是正及び見直し

実施及び運用



「三菱化学 ＲＣに関する方針」に基づき、水島事業所エリアＭＶＰ２０２０

「全員が各々の持ち場で『水島ものづくり』を担い、『ＫＡＩＴＥＫＩ事業所』

を実現する」に向け、以下のＲＣ活動方針を定める。

１．「環境・安全」の確保は、事業活動の大前提

２．お客様への安心の提供と品質保証

３．事故及び労災はゼロ目標

４．廃棄物及び化学物質の排出の最小化の推進

５．省資源及び省エネルギーの推進

６．「環境・安全」のための技術、製品開発の推進

７．社会からの信頼向上

水島事業所 ＲＣ方針
12



事業所長の保安･安全に対する取り組み

■ 水島ポータルサイト及び事業所内報での
事業所長メッセージの発信

■ 各種安全衛生行事への出席
■ 各種発表会、階層毎の研修会への出席
■ 各課グループを訪問しての事業所長ＲＣ監査
■ ＭＶＰトップ診断

事業所長の保安･安全に対する姿勢

「環境・安全理念 」、及び「ＲＣに関する方針」の下、事業所長は、
“安全安定・安心な事業所として地域社会からの信頼を高めることが、

事業所存続の基盤である”という基本姿勢を持って、事業所運営に当たっ
ている。ゼロ災の実績を積み重ね、保安・安全が事業所の文化として
定着・深化するよう、事業所長自らが従業員の先頭に立ち、保安・安全
確保に取り組んでいる。
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事業所長の保安・安全に対する想いの伝達
事業所長就任挨拶

2015/4/1

定修パトロール

運転員とコミュニケーション

槽内作業の状況はどうか

保安技術検討会

安全養生はルール通りか

事業所ＳＡ検討会

抜けは無いか

トラブル検討会

根っこの問題点は何か

２１種（４０３０日間）ゼロ災達成です

「基本行動」と
「ルール遵守」
を徹底して、風
通しのよい事業
所を作っていこ
う。

「ルールを守
る」「３Ｓを徹
底する」「情報
を共有する」の
３点を実行しゼ
ロ災を達成しよ
う。

計画段階で安
全を作りこも
う。自分の身
を守り、仲間
の身を守ろ
う。

今後Safety Assessment、
Safety Review に積極的に参
加して、さらにレベルアップ
をしていこう。

課別ゼロ災害表彰

定修安全集会 2015/5定修ゼロ災決起大会 2015/5

三現主義でﾁｪｯｸする活動
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１．方針
「三菱化学環境安全理念」及び「三菱化学ＲＣに関する方針」を踏まえた

「水島事業所ＲＣ方針」に基き、水島事業所ＲＣ推進要綱を定め、
「ＫＡＩＴＥＫＩ事業所」の実現に向けて取り組む！

２．目的
全員が各々の持ち場で「水島ものづくり」を担い「ＫＡＩＴＥＫＩ事業所」
を実現する！

３．期間
２０１６年４月１日から２０１７年３月３１日まで

４．目標
１) 労働災害（休業・不休業）ゼロ
２) 保安事故・トラブル（異常現象）ゼロ
３）環境事故・トラブル（異常現象）ゼロ
４）自責品質重トラブル（クレーム・重大内部品質不良）ゼロ
５）交通重大加害事故・重大違反 ゼロ

２０１６年度 ＲＣ推進要綱

水島事業所 ＲＣ推進要綱
16



ＲＣ活動推進項目（保安・安全）
自職場の「弱み」をしっかり把握し、実施すべき活動を具体的にして、確実にＣＡＰＤを回す

（維持と強化のメリハリを付けた活動を、各部署ＲＣ推進要綱、目標実行計画に落とし込む）

17

基本事項 活動推進項目

保安
安全

１．安全管理活動の
徹底と継続

・事故・トラブル・労働災害の再発防止対策のつくり込み

・水平展開

・危険源の排除・低減

危険源特定の強化（プロセス、作業、設備）

自プラントの知識と技術の向上（ＰＫＹ、保安技術検討教育と再評価）

・作業管理、工事管理の徹底

作業管理、工事管理、工事安全確保、定修ゼロ災の推進

・危機管理

事業所保安リスク低減、地震対応、事業所防災訓練

・作業環境管理と改善

２．設備管理の徹底
と継続

・設備管理レビューの推進

・自主保全活動
異状兆候の早期発見

３．「安全のプロ」と
しての考動

・ルールの遵守（基本行動徹底）

・危険に対する感性の向上（ＫＹレベルアップ、ハットヒヤリの活性化）

・現場を重視する風土醸成の為の三現主義の推進（草の根活動、・・・）

・プロ意識の醸成（法令教育、保安推進リーダー教育、保安セミナー、・・・・）

環境
保全

１．環境リスク低減



年度 2002～2006 07 08 09 10 11 12 13 14 15

プロ

セス

評価・特定

低減対策

設備
評価・特定

低減対策

作業

評価・特定

低減対策

ハットヒヤリ対策
３Ｋ作業削減

リスク低減対策の検討・実施

ＰＫＹ・ﾄﾗﾌﾞﾙ事例検討会
熱安定性検討、
ＨａｚＣｈａｒｔ評価開始

リスク評価手法確立
事故事例の
教訓を毎年反映

設備の信頼度、影響度の
マトリクスにて
リスク評価

設備管理シートによる
設備管理の検証

設備管理レビューによる
設備管理の検証

事故事例の
教訓を毎年反映

労働災害のリスク
評価（中災防リスク
アセスメント手法）

保安リス
ク評価
追加

事故事例の
教訓を毎年反映

リスク低減対策の検討・実施

リスク低減対策の検討・実施

：１順目 ：２順目 ：３順目

非定常時の
リスク評価

リスクアセスメントの実施状況
保安安全に影響を与える 危険源の特定を ３つの側面で実施

18



評価方法

リスクの算定

リスクの評価

許容可否

リスク低減対策検討

リスクの再評価

低減効果

対策実施

対策不要

確認

ｎ

無

有

ハザードの洗い出し

ｙ：レベル３、４

１）全ての作業をリストアップ
作業における危険要因の洗い出し

２）危険要因についてリスクの算定

３）算定結果をもとに、リスクレベルを決定
「重」「軽」「微」評価

４）リスク低減対策の検討

５）対策後のリスク再評価（効果確認）

６）対策の実施

リスクポイントの算定

①危害の重大性

②危険に近づく頻度

③保安影響、怪我の可能性

ﾘｽｸﾎﾟｲﾝﾄ＝①＋②＋③

リスク

ポイント

リスク

レベル
評価

１６～２３ １ 重

１３～１５ ２ 軽

３～１２ ３、４ 微

19

事業内全作業 １２，４００件について評価
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製造課

｢重｣項目は
全て対応済み

作業の危険源特定＜年度別の件数推移＞

年 度 年 度

０８ ０９ １０ １１ １２ １３ １４ １５０８ ０９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

（件） （件）『重』 『軽』

１

事故事例の教訓から見直し

20

Ｅ 課

Ａ 課

Ｔ 課

Ｏ 課

Ｓ 課

Ｎ 課

Ｈ 課

Ｌ 課

Ｇ 課

Ｐ 課

Ｖ 課

0

500

1,000

1,500

2,000

動力 ガス ＰＯ１ ＰＯ２ ニトリル 機能溶剤 オキソ 操油 芳香族 エチレン

作業リスク評価件数（件）

Ｐ 課 Ｇ課 Ｈ 課 Ｌ 課 Ｎ 課 Ｓ 課 Ｏ 課 Ｔ 課 Ａ 課 Ｅ 課

事業内全１２，４００件



環境安全部長

設備技術部長

事業所長

会 長

副会長

機械部会

協力役員

土建部会

三菱化学社員

会 長
副会長

協力会社

３８社
電計部会

８会員

協力役員

顧 問

１３会員

事務局

１７会員

Ⅱ-10-5
協力会社に
関する事項

協力委員：設備技術部 各ＧＭ
環境安全部 企画・安全衛生ＧＭ他

1978年より、ﾌﾟﾗﾝﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽや建設工事に係る協力会社が
工事安全衛生協力会（会員会社：３８会員）を組織し、三菱化学の支援のもと
連携して自主的な安全活動（安全品質、工事品質管理の充実 等）を展開している

工事安全衛生協力会によるｾﾞﾛ災推進活動

協力会会長
各店社会社
より選出

三菱化学：
（自主活動の指導・支援）

21

※ GM：ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｼﾞｬｰ

（※）
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協力会社作業者及び従業員の工事安全スキル、
感性アップにより安全及び工事品質の向上を目指す
「安全は すべてに優先する」想いを共有 （2004年11月11日開館）

協力会社作業者及び従業員の工事安全スキル、
感性アップにより安全及び工事品質の向上を目指す
「安全は すべてに優先する」想いを共有 （2004年11月11日開館）

体感設備
・安全帯 ・ボルト締付け等

見て学ぶ設備
・足場 ・石綿取扱作業
・熱中症 ・迷走電流等

ボルト締付けボルト締付け

安全帯体感安全帯体感 足場を学ぶ足場を学ぶ

技能認定設備
（技能の伝承）

・作業認定士

協力会社が自主的運営協力会社が自主的運営

石綿取扱作業管理石綿取扱作業管理振動工具作業管理振動工具作業管理 電動機解結線作業認定士

・ガスケット作業認定士

・外面腐食診断士
・ガスケット装着士
・計装解結線作業認定士 他 10項

開館以来： ２１→４１設備、 延べ７１，０００名以上受講開館以来： ２１→４１設備、 延べ７１，０００名以上受講

教育ルーム（安信の館）の設備充実
22



安全集会

定修パトロール

統括会議 避難訓練

事業所長安全訓話

愛コール（毎日実施）
※朝：7:00～7:25 夕：16:50～17:15

場内 Ｔ字路 交通整理

通学路安全補助

安全決起大会

教育・ﾊﾟﾄﾛｰﾙ分科会教育・ﾊﾟﾄﾛｰﾙ分科会統括分科会統括分科会

設備環境分科会設備環境分科会

ゼロ災パトロール

協力会社仮設プレハブ設置

交通立哨（生活道路進入防止）給水所設置（熱中症対策）

仮設喫煙所管理

事業所幹部朝礼訓話

交通分科会交通分科会

定修におけるゼロ災推進活動

【ゼロ災推進班による活動概要】【ゼロ災推進班による活動概要】
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廃棄品管理（警備員配置、時間指定）



地震対応ＰＪ推進体制

2014.4.1発足

全体PM
企画管理部長

企画GM

設備技術部GM

環境安全部GM

総務部GM

製造調整GM

（事務局）

耐震ＰＪ
（設備技術部長）

液状化ＰＪ
（設備技術部長）

津波ＰＪ
（環境安全部長）

保安・安全ＰＪ
（環境安全部長）

防災・避難ＰＪ
（環境安全部長）

ＢＣＰ ＰＪ
（企画管理部長）

事業所長

24

建屋、設備桟橋護岸等の
耐震評価、対策検討・実施

液状化評価、対策検討・実施
避難、減災対応立案

津波影響評価、対策検討・実施

緊急時対応、ﾌﾞﾗｯｸｱｳﾄ対応
ﾘｽｸ検討、対策検討・実施

避難・防災計画、安否確認
非常用備蓄の確保

BCP体制、ﾏﾆｭｱﾙ整備

（対応内容）



事業所復旧実績（鹿島事業所）

復旧期間 ７０日

25

東日本大震災

津波の最大高さ
中央航路入口

４．７ｍ

港公園
５．５ｍ 三菱化学

６．５ｍ

南公共埠頭
８．４ｍ



地震対応リスクの取進め 26

区分 対象
対応方針
法的要求

対応計画

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

耐震

建屋（人常駐） 社方針

高圧ガス設備
球形貯槽ブレース
重要度Ⅰ設備
配管、ラック

高圧ガス
保安法

消防法設備
特定、準特タンク

消防法

重要インフラ
活性汚泥、桟橋

社方針

液状化
避難・防災
共通重要設備

社方針

津波 南海トラフ地震：岡山県想定

保安・安全 緊急時対応、リスク検討

防災・避難
ＢＣＰ

防災計画、避難計画、
ＢＣＰマニュアル作成

補強、改修工事

評価、検討

実行、対応済



事業所防災訓練

実施月日 訓練区分 訓練部署 訓練内容

①9月8日 地震安否確認 全部署 余震に備えた対応等を反映した訓練

②10月7日
２ヶ所
同時発災

Ａ製造部
＋Ｂ製造部

大地震発生、公設消防は出動不可、２カ所同時発災
状況下の防災隊員の動き、資機材分配等を再確認

③2月18日 公設合同 Ｃ製造部 公設・共同防災・自衛消防各隊との連携の確認

④3月11日
パイプライン
合同

輸送先社
＋Ｅ課

両社（輸送先社・三菱化学）の防災隊の連携の確認

⑤3月29日 通報訓練 事業所防災隊 夜間・休日の事業所防災隊員出動可能数の確認

⑥4月7日 ガス漏洩
Ｂ製造部
＋物流関係会社

ガス漏洩時に於ける防災活動の確認

シナリオレス訓練＜２０１５年度 事業所防災訓練実績＞

Ａ製造部現地隊 Ｂ製造部現地隊
現地防災隊の分散

２ヶ所
同時発災
訓練

27



設備管理レビュー

設 計

検査管理、工事管理、記録管理

基準・指針、社内外情報

機能･構造･材質･寸法等の検査

性能確認

検査計画、経年劣化対策計画、
変更管理、設備管理シート

検査データ解析、寿命予測、
評価

運転管理、監視、パトロール、日
常点検

建 設

試 運 転

実 運 転

保全計画

検査／工事

解析・評価

廃 棄

デ ー タ の 活 用

設計への
フィードバック

運転への
フィードバック

保全計画への
フィードバック

設 計 基 準

保 全 基 準

設備のライフサイクル

３部門（製造、設備技術、環境安全）で現状の設備管理状況／結果を確認する場を設定し
保全計画、運転、設計にフィードバックする仕組み

28



設備管理レビューの方法

使用環境
（プロセス因子）

設備仕様
（材質、構造）

発生する劣化・損傷の予測

×

保全計画

運転条件変更 検査・補修結果

今後の保全方針

設備管理レビュー

設備管理シート

予測した劣化・損傷の検証

29

運転管理

設備管理レビュー参加者

・製造課（課長、課代、スタッフ）

・設備技術部（ＧＭ、ＴＬ、担当）

・他場所同種プラント経験者

・環境安全部



ＭＶＰ２０１０の新自主保全活動

１．活動手法を習得
新人 人材育成Ｇｒ

教育
モデル機器活動

日常点検

不具合の摘出

改善

レベルアップ

異常兆候の発見

異常の早期発
見、早期処置

異常､異常兆候
の早期発見、早
期処置

・設備管理レビュー
・水平展開
・専門保全教育

合同パトロール

２．プラントの点検業務
（エリア展開）

・提案、小集団活動

・不具合教育
（日常点検基準）

不具合ＤＢ

表彰制度

異常兆候の早期発見活動

不具合ＤＢ

30



保安安全実技体験

火災爆発体験

安全実技体験講座

噴出被液体験

31

挟まれ・巻き込まれ体験、高所体験
講座受講後は、理解度を確認し、結果を元に
職制より指導フォローする

講座で学んだ事や気付きと、今後の取り組み
について確認し、職制より指導フォローする



ＫＹ指導者の育成

＜安全担当者研修会、主任研修会＞

目的：各職場の安全担当者及び主任に対して、安全の指導者、作業を指揮
する責任者として、正しいＫＹの手法を学び、他の人の感性を吸収し
応用力を身に付けＫＹの指導ができるように育成する

KYの講義
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（人/年）

（人）

2010～2015年度（受講者８２名）

受
講
者

受
講
者
累
計

（中災防ＫＹＴトレーナー研修参加）
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４ＲＫＹ訓練

タッチ＆コール 環境安全部長安全講話



 ＫＹの重要性を事業所全体で共有
 他のＫＹからの気付き
 業務への定着とレベルアップ

事業所ＫＹ大会

【検討結果の発表】

ＫＹインストラクター指導 事業所長

課代表
チーム

部代表
チーム

事業所
大会

４～５ﾁｰﾑ/製造課 ２～３課/製造部 各部代表４ﾁｰﾑ

事業所ＫＹ大会 毎年開催

33

【４ＲＫＹによる検討】

Ｅ課 Ｈ課Ｏ課
Ｐ課



安全情報ＤＢ（データベース）の活用

オペレータの日常の安全活動を助成するＤＢであり、
安全情報の共有と安全意識の維持・向上を目的として、
始業ミーティング等で活用している

安全情報
ＤＢとは

安全情報ＤＢ
（安全活動・掲示板）

ゼロ災推進日誌 ハットヒヤリ

設備不具合 交通ハットヒヤリ

技術伝承ＤＢ
（人材育成活動）

ＰＫＹＫ

ノウホワイ

労災情報

トラブル情報

ＳＡＦＥＤＡＳ＊１

他社・他場所の
事故、災害事例

始業ミーティング風景

＊１ Ｓafety Ｄata
Ａctivation Ｓystem

安全情報ＤＢのゼロ災推進日誌から

ハットヒヤリや自課の技術伝承ＤＢ

及びＳＡＦＥＤＡＳ等にリンクして情報

を引出し、オペレータ全員で共有
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35
草の根分科会による現場助言活動

★安全コミュニケーション活性化 (愛の助言）
・各職場の代表者（事業所長任命）が、各現場を三現主義（現地、現物、現象）で

パトロールし、不安全な状態を安全担当者の目線で助言して各職場内の議論を
活性化し、心の通った安全文化構築の手助けを行う。

★好事例の事業所内展開
・訪問職場の良かった点、すばらしいアイデアを事業所全体に広報し、同時に

草の根委員自ら自職場に展開する。

◆訪問まとめ・反省

◆次期の計画立案

◆結果開示（ポータルサイト）
・指摘箇所改善
・水平展開

◆フォロー訪問確認

Ａ

Ｃ

◆年度の取組み方針

◆職場訪問計画（1～2職場／月)

◆パトロール、結果報告
・良い事例
・愛の助言（不安全箇所等）
・草の根水平展開事項確認結果

Ｄ

Ｐ



保安推進リーダー教育

目的：事故・トラブル情報、法令・社内規則等を課・グループ員に周知させる為、
各課に保安推進リーダーをおき教育実施 （保安推進リーダー 2012/6 設置）

2014/4 保安推進ﾘｰﾀﾞｰ意見交換会
・各課の周知方法、悩み等の意見交換

2014/7 2014年度教育（第１回）
・事業所規則改定
・事例教育（社内 4件、KHK 11件、水島ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ1件）

2014/11 2014年度（第２回）
・事業所規則改定箇所11件の説明
・事例教育（社内2件、ＫＨＫ2件、

水島ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ4件）

2015/2 2014年度（第3回）
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社の事例教育
・事例教育（水島ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ 4件）
2015/4 2015年度（第１回）
・事例教育（社内1件, KHK 15件）

2015/9 2015年度（第２回）

・事例教育（社内1件、水島ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ4件）

事業所長

環境安全部長

保安推進リーダー

環境安全部 ＧＭ

製造課長・課長代理

保安推進リーダー

製造部長

設備技術部長

＜2014～2015年度実績＞

保安推進リーダーへの
説明
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設備技術部ＧＭ

保安推進リーダーからの伝達
教育の周知状況



ＭＶＰ２０２０ ビジョン
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組織文化について

すべての人が付加価値を創造できる人材である。
周りの人のため、事業所・会社のため、地域社会のため、地球のために
貢献できる人になることをめざし、

「３Ｓ」の改善サイクル（安全化、安定化、効率化）を廻し続ける

背景と想い 国内石化の環境変化の中、継続的なMVP活動により、安全・安定運転

の基盤を構築してきた。この良き伝統を継承しつつ、更に将来につながる
持続的な組織文化構築活動を作り上げてゆきたい

棚卸し

可視化改善

めざす姿

(目的/目標)

目標

３Ｓ

整頓清掃
■運転部門の作業を革新
■間接部門の業務を革新

「3S」は仕事の基本
1. 労働生産性↑
2. 付加価値意識↑

整理
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倉庫３Ｓの推進状況

Ｅ課

Ａ課

39

Ｈ課

Ｐ課Ｌ課

Ｇ課

Ｎ課

Ｓ課

相互見学
（課長、3S担当者）

・自課とのギャップに気付く
（進捗状況、改善内容

議論活性化度）

課内議論
（課長－課員）

・目指す姿と現状について
課内で議論し、認識を合
わせ、想いを共有する

改善推進
（課全体）

・良いところを真似る
・自課に適した使い易い倉庫

へ改善（２順目、３順目）



最後に
40

「安全」は、存在するものではなく、トップから第一線
で働いてくれる人達までが本気になって、作るもの。

従って、トップも第一線の人達がどのような思いで、
どのような作業をし、どのように活躍しているかを知
らねばならない。

真の信頼関係があってこその「安全」と信じてやま
ない。

これからも今回頂いた賞に恥じないよう、精進して
ゆきたいと思います。



ご清聴ありがとうございました
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